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３年間の主な活動

1.関係⼈⼝の増加を⽬的としたコンテンツ開発
「地域資源×クリエイター」プロジェクトの実施

2.ワーケーションプログラムの開発

3.勝⼭市⺠及び市外から来る⽅々が交流するための

コミュニティづくり



関係⼈⼝とは

出典：総務省

移住した「定住⼈⼝」でもなく、観光に来た「交流⼈⼝」でもない、
地域と多様に関わる⼈々



関係⼈⼝の増加に取り組んだ理由

・いきなり定住⼈⼝（移住者）を増やすことには課題があり、ハードルが⾼いため

・観光者のみでは、単発の関わりとなり、継続的な成果とはつながりにくい

・単発ではなく、中⻑期的に関われる⼈々を増やし、それが最終的には
移住者が勝⼭に住みたいというきっかけづくりになるのではないかと考えた

勝⼭にかかわる①きっかけを発⾒し、
多様なかかわり⽅を②提⽰/提案
その間を③コーディネート



⾃然体験コンテンツの開発
テントサウナ、鮎釣り体験など



・クリエイターに関係⼈⼝として中⻑期で関わりを持つため、

プロジェクト化。

・おもに⾸都圏からのクリエイターと商品・サービスを共創。

デザイナー（グラフィック、AR、キャラクター）、陶芸家、

インスタグラマーやYou tuberなど様々なジャンルから8組

・地域資源は「繊維産業」と「恐⻯」に絞り込み

2年⽬のおもな活動
「地域資源×クリエイター」PJの概要



・クリエイターはアウトプットが明確にあり、関係⼈⼝として
かかわりやすい。さらに、発信⼒が⾼い⼈も多い

・まちの地域資源が核となり、まちのらしさ、強みを発⾒。
それを内外で磨いていくプロセスでまちの付加価値を⽣むサイクルへ

・繊維産業はまちの主要産業であり、ここが先進的でクリエイティブな
価値をつくることができれば、新たなエンジンとなる可能性が⾼い

「地域資源×クリエイター」のメリット



市内企業/クリエイター
ヒアリング

勝⼭市へ来訪

リサーチ・交流

進捗共有

（複数回）

製品発表・発信

次期プロジェクトへ

・⽬的/スケジュール共有

・アウトプット（何を⼀緒に
つくるか/取り組むか）

・受け⼊れ企業との顔合わせ
（オンライン）

・主にオンラインにて
進捗共有

・フォローアップ

・受け⼊れ企業紹介

・市内観光案内、リサーチ

・市⺠や職員との交流

・再来訪
・メディア発表
・次期プロジェクト検討

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

「地域資源×クリエイター」基本プロセス



まちづくり会社

繊維会社

⾏政

クリエイター

クリエイター

クリエイター
ネットワーク

勝⼭市
コミュニティ

観光、場作り
分野のプロジェクト

アパレル、端材活⽤
プロジェクト

助成⾦、
協働⽀援等

イメージ



セスク・グラネ

スペインバルセロナ出⾝。3Dキャラクター
専⾨デザイナー、イラストレーター。

⽇本ではコンタクトレンズ「レニュー」の
レンズ菌の全キャラクターデザインを担当。





Asuka Watanabe（代表作：フジロックのメインビジュアル）





Kenichiro Takamatsu
インスタ向け恐⻯ARフィルター（インスタにて勝⼭DMOで検索）



g KEYAKIZAKA（六本⽊ヒルズ内のギフトショップ）
101種類の端材を活⽤した⾵呂敷



Hangover plate 端材を活⽤したキッチンアパレル・グッズ





勝⼭ワーケーション滞在プラン
滞在期間
3~6⽇

宿泊場所
・おちゃのまみっけ
・勝⼭ニューホテル

観光
・恐⻯博物館（年中）
・越前⼤仏（年中）
・はたやゆめおーれ（⼀年中）
・平泉寺⽩⼭神社（春〜秋）
・スキージャム(冬)

滞在アクティビティ
・テントサウナ
・鮎釣り
・繊維企業周遊ツアー（株式会社ラコーム、有限会社多

⽥製紐）
・オリジナルTシャツづくり（The Each Base）
・ハーブガーデン（空のテラス）

ヒアリング
・勝⼭市役所
・勝⼭市観光まちづくり会社



ワーケーション2020
(3泊4⽇)





3年⽬のおもな活動
学びの場を通したコミュニティづくり

• 「ABD読書会」

まちづくりや地域活性化についての本を

通して学び合う

• 「まちのデザインスクール」

クリエイティブ＝デザインの専⾨家

のみしかできないというマインドを変え、

市⺠と外の⼈が学びを通してかかわる場づくり



まちのデザインスクール2021/2022



まちのデザインスクール2021
開催⾵景



まちのデザインスクール2022
開催⾵景



市内の空き家視察と活⽤⽅法を
考えるワークショップ



3年間のハイライト
関係⼈⼝構築のため、約3年間でのべ73名を市外から受け⼊れ

・デザイナー、メディア・PR関係者、アパレル経営、インスタ
グラマーなど様々な職種の⼈々。東京、⼤阪、名古屋、福岡など都市圏が中⼼
アメリカ、カナダ、スペイン出⾝者など様々な地域から

・そのうち、2組が勝⼭への移住を希望（1組は事情により辞退）

市内で開催した「まちのデザインスクール」は、

2年間で9回開催。のべ127名が学びの場に参加



今後の展望
・空き家の利活⽤

まちのデザインスクールにて⾏った空き家活⽤ワークショップが

きっかけとなり、複数の空き家を視察。

建築などとの専⾨家とともに、空き家の利活⽤を考えたい

・持続可能な事業の模索

場づくりとともに、カフェの運営などを検討



ありがとうございました
⻄垣 翔太


